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産業マネジメント学科

プロジェクトタイトル 関係するステークホルダー 授業担当教員名 プロジェクト概要

地元お菓子企業との新商品共同企画・販売 一六本舗、セブンスター、松山商工会議所 岡本隆

地元老舗お菓子企業である一六本舗様と新商品の共同企
画・販売を行った。市場・消費者・ブランドの分析から始
まり、コンセプトの策定、ターゲットの策定、商品企画、
コストの推定、プロモーション戦略策定などを行った。一
六本舗様の職人様と繰り返し打ち合わせと試作を繰り返
し、「道後抹茶ドーナッシュ」「あんコロッケ」の2商品
を販売した。

JR四国連携事業「地域観光チャレンジ」
JR四国、西条市丹原地域、伊予市双海地域
の皆さま

岡本直之

JR四国との連携事業である「地域観光チャレンジツアー」
に２企画を提案した結果、うち１企画は金賞を受賞した。
２企画はそれぞれ以下の通りである。
・チーム丹原：西条市丹原地区の水資源とキウイについて
学ぶ体験型旅行プランを企画、実施。
・しらすチーム：「しらすと伊予市」をテーマに伊予市沿
岸部の漁業について観光資源として着目したツアーを提
案。
なお、チーム丹原のツアーは2026年10月頃には催行予定で
ある。

大学における生成AI教育：AIと共創する未
来

明治大学商学部村田ゼミナール 折戸洋子

大学での生成ＡＩの利用状況とその有用性、リスクについ
て、アンケートやインタビュー調査によって検討した。具
体的には大学生702名へのアンケート調査、12名へのフォ
ローアップインタビュー調査を行い、海外の大学生とし
て、中国とスウェーデンの学生に対するインタビュー調査
を行った。他方、大学教員に対しては、日本でのアンケー
ト調査とインタビュー調査、海外ではメキシコ人教員に対
するインタビュー調査を実施した。

日本の株式市場の成長要因分析 ― 川口和仁

日本の株式市場について,  Fama-French 3 factor
model(FF3)を利用した スタイル分析を行う. スタイル分
析によって, 現在の株価が規模効果・簿価時価比率効果な
どのアノマリーによるものなのか, 特定業種の実質的な成
長によるものなのかを分析し, 日本の株式市場の健全性に
関して考察する.

業績予測について ― 崔英靖

GYOSEKI大会（株式投資の基礎となる業績予想を通して、
課題になった銘柄の利益予想の正確性と予想のプロセスを
競う大会）への参加を通じて、企業活動を会計およびファ
イナンスの観点から分析する財務モデルを構築するための
能力を修得を図った。
大会の課題企業である3社からライオンとユニ・チャーム
を選択し、世界情勢や事業構造の変化の影響などを勘案し
ながら2025年度の業績について予測した。

愛大生のためのモバイルバッテリー貸出
サービスの提案

― 徐祝旗

在学生へのアンケート調査を用いて、曜日時限ごとの城北
キャンパスに滞在する学生のおおよその人数と、​モバイル
バッテリーサービスの需要・変動料金制に関する意識を明
らかにした。​シミュレーションを実施し、曜日時限のモバ
イルバッテリーの必要最大量を試算し、適切な台数と回転
率を提案した。

愛媛定着のためのキャリア形成支援～知ら
なかった愛媛との出会いが変える未来～

ジョブカフェ愛work 曽我亘由

愛媛県内大学生のキャリア形成の実態、および地元就職・
県外就職の選択に影響を与える要因を明らかにし、地元定
着に向けた効果的なキャリア形成支援のあり方を検討す
る。具体的には、在学生へのアンケート調査を実施し、企
業選択において重視する要因を「動機づけ要因」と「衛生
要因」に分けて整理し、希望勤務地別に地元志向や就職意
識の特徴を明らかにし、地元定着に向けて、学生のタイプ
に応じた支援策を提案した。

学生の愛媛県定着および就職意識向上を目
指すオリジナルゲームの制作・実践

ジョブカフェ愛work 田窪美葉

若者の愛媛県定着を増やすため、在学生へのアンケート調
査をもとに、低年次生のうちから、カジュアルな就職活動
イベントに参加し、愛媛県企業を知ってもらうことを目指
し、自分の価値観や性格を切り口として愛媛県企業を知る
ためのオリジナルゲーム「ルームシェアゲーム」を制作し
た。ファシリテーターとしてイベントを運営し、学生祭お
よび低年次生が多い講義で計145名に実施した。

DX時代の市民開発の可能性 ― 橘 惠昭

これまでICT技術者は、技術の進歩・変化や市場の拡大に
より、常に不足が指摘されてきた。DXに関しても人材不足
の認識が強い。ICTベンダーや企業内のICT部門が必ずしも
各事業部門の業務に精通しているとは限らず、逆に、事業
部門にはICTに強い人材が不足している。しかしながら、
近年のノーコード／ローコードツールの進歩による、ICT
技術者に過度に依存することのない、事業部門自身での開
発の可能性を検討した。

クラフトビールを若者に普及させるために
は

インタビュー調査先：DD4D BREWING &
CLOTHING STORE、水口酒造株式会社、BOKKE 谷本貴之

若者の「流行を創り出す力」を起点に、近年注目されてい
るクラフトビールを広められるのではないかという仮説の
下、若者がクラフトビールに求める要素を明らかにし、若
者に受け入れられるクラフトビールのあり方を検討した。
具体的に、関係企業にインタビューを行い愛媛県内のクラ
フトビール業界の現状を把握するとともに、若者のお酒の
消費傾向についてアンケートを実施し、それらの結果を踏
まえてマーケティング戦略を提案した。



えひめこうち食べる通信の取材・ライティ
ング

セキ株式会社 山口信夫

こだわりある1次産品の生産者を取材し、ウェブメディア
「えひめこうち食べる通信」の誌面に掲載する記事を執筆
した。また、CSA（Community Supported Agriculture）の
普及を図るための条件について理解を深めるべく、取材先
への追加的ヒアリング調査、購読者へのアンケート調査を
実施し、抽出された論点について共同論文（草稿）の形式
にまとめた。

産業イノベーション学科

プロジェクトタイトル 関係するステークホルダー 授業担当教員名 プロジェクト概要

高塩水処理を行ったマダイの身質の変化と
有用性

―

斎藤　大樹
後藤　理恵
清水　園子
竹内　久登

栃木県那珂川町の「温泉とらふぐ」は、温泉水で養殖され
た地域ブランド魚である。低浸透圧環境で成長は促進され
るが、うま味が低下するため、出荷前に高塩分水の短期飼
育により遊離アミノ酸量を高める「味上げ」技術が導入さ
れている。本研究ではこの知見を応用し、海水養殖マダイ
を高塩分海水で短期間飼育することで、味質が改善される
かを検証した。味の変化は官能評価により評価し、あわせ
てコスト面およびブランド差別化への応用可能性も検討し
た。

愛南町ぎょしょく教育における現在の課題
と今後の展望

―

斎藤　大樹
後藤　理恵
清水　園子
竹内　久登

本研究では、愛南町発祥の「ぎょしょく教育」について、
ボランティアとして関わる大学生の立場からアンケート調
査を行い、実施状況と課題を整理することで、今後の充実
と発展に資することを目的とした。その結果、ぎょしょく
教育の意義は関係者間で広く共有されている一方、授業内
容のマンネリ化や実施時間の確保が難しいといった複数の
課題が明らかとなった。本研究では、これらの結果を踏ま
え、課題に対する解決策について検討した。

水産物流通の「見える化」に向けて ―

斎藤　大樹
後藤　理恵
清水　園子
竹内　久登

愛南漁協では養殖魚を国内外に出荷している。近年、消費
者の安全・安心志向の高まりにより、水産物には流通経路
や品質管理に関する明確な情報提供が求められている。本
研究では、愛南漁協関係者へのインタビューを通じて流通
経路と課題を整理し、愛南町産養殖マダイにおけるトレー
サビリティを応用した、流通の全過程および品質管理の
「見える化」を実現させるための策を検討する。

養殖給餌におけるドリップ問題に関する研
究

―

斎藤　大樹
後藤　理恵
清水　園子
竹内　久登

近年、水産養殖に用いられる飼料の多くは加熱乾燥処理さ
れたペレットであるが、一部の魚種では消化吸収性の問題
から冷凍生餌が用いられている。一方、生餌の解凍過程で
はドリップが発生し、栄養成分の流出による養殖効率の低
下や飼育環境への負荷が懸念される。そこで本研究では、
冷凍イワシを対象に、解凍時に発生するドリップ量および
そのタンパク質量を測定し、生餌利用時に生じる課題の整
理と改善策について検討した。

和紙の意匠性を考慮したラミネート加工和
紙の開発

―
伊藤　弘和
深堀　秀史

伝統的な「和紙」をインテリア素材として使用するため、意匠性と
耐水性を両立させた片面ラミネート加工和紙の開発を行った。表
面平滑度と密度の異なる3種類の和紙にラミネート加工を施した
ところ、平滑度・密度ともに高い和紙で意匠性を維持したままラミ
ネート加工が可能であった。また、ラミネート加工により耐水性と
強度を向上させることができ、インテリア素材としての和紙の可
能性が示された。

減プラスチックに向けた製紙副産物配合複
合材料の開発

―
伊藤　弘和
深堀　秀史

プラスチック使用量削減のため、製紙副産物であるペー
パースラッジ（PS）や紙粉をプラスチック（PP）に配合
し、成型時の流動性や成型物の強度を評価した。疎水化処
理したPS・紙粉の配合により流動性は低下したが、30%ま
では配合可能であった。引張強度は期待値に及ばなかった
ものの、紙粉の場合PPと同程度を維持した。製紙副産物を
配合することでさらなる表面処理の改良が必要となるが、
環境負担の少ない複合材を作製可能であった。

パルプとセルロースナノファイバーを混合
した高強度紙の開発

―
伊藤　弘和
深堀　秀史

脱炭素化と紙素材の用途拡大を目的に、高強度素材である
セルロースナノファイバー（CNF）を用いた高強度紙の開
発を行った。CNFとパルプの複合方法として「混合」と
「両面積層」を比較した結果、積層がより高い強度を示
し、積層条件下でCNF配合率を変化させたところ、CNF
30％配合で最大強度を得た。本強度は一般的なヘルメット
に使用される樹脂と同等であり、樹脂製品の代替素材とし
ての可能性を示した。

土壌の水ポテンシャルを一定にする電源不
要の潅水技術の開発

― 小長谷　圭志

現在、世界規模で豪雨や干ばつの頻度が高まっており、農
業用水を貯水し、かつ省力化を実現し、環境負荷の小さな
かん水技術のニーズが高まっている。本研究では雨水タン
クを用いて、設定量の水を樹木に導くシステムの開発、樹
種に必要な水分量の把握システムの開発の二つの観点から
進めている。水タンク－繊維－土壌を水の通り道とし、土
壌が乾燥状態にあるときのみ繊維から水が供給される技術
の開発を目指した。



カンキツの水分挙動に着目した非食品由来
バイオマスフィルムの基礎検討

― 小長谷　圭志

農業分野における非食品由来バイオマスフィルムの適用を
見据え、カンキツの水分損失挙動を明らかにすることを目
的として、水分移動を透湿抵抗に基づいてモデル化を行
う。クチクラ層およびフィルム層からなる2層の透湿抵抗
モデルとして整理し、両層の透湿抵抗を直列に扱い、水蒸
気圧差と全体透湿抵抗から水分損失速度を定式化した。そ
の後、水分損失速度のシミュレーションを行い、透湿抵抗
が水分損失に及ぼす影響を考察する。

インターンシップ用フォークリフト教材の
開発

― 高橋　学

物流企業の理系人材獲得に向け、フォークリフトの機構理
解と制御が可能な小型フォークリフトモデルを開発するこ
とを目的とする。実機同様の主要３機構の再現と、Node-
REDを用いた制御を特徴とし、学生自身が触れる・動かす
ことによる本質的な理解を促す。簡易車体とステアリング
機構の製作、制御環境の構築を行った。

モノレールを活用したスマート運搬機の水
平保持台の製作

― 山本　智規

機械化が遅れ，従事者が減少している愛媛県の急傾斜地で
の柑橘栽培において，高齢化・人手不足を解消し，活性化
させるためのものづくりを目的とする．ヒアリングや調査
を通じて必要とされるものや要素の考察を通して得られた
条件のもと開発を行う．普段から多くの農家で使われてい
る，モノレール運搬機の活用に着目し，それらを用いた機
械・作業安定性のための水平保持台の設計・製作を行う．

カンキツ酸度のポータブル非破壊計測法の
開発

― 小長谷　圭志

特定のフルーツ（カンキツ，ブドウ，リンゴ）では糖度と
酸度の両方が味に関係している。しかし糖度の非破壊計は
販売されているが酸度の非破壊計は研究途上である。そこ
で有機酸に特徴的な波長・周波数の特定を目的としてい
る。プロジェクト展開としては生産者や商社、小売業者が
カンキツの酸度を簡便に多数測定可能、商品の信頼性担
保、売り上げ増加に貢献できると考えている。

四足歩行ロボット操作の簡易化 ― 山本　智規

企業からの要望を受けた四足歩行ロボットの操作簡易化を
背景に、農業分野における害獣対策への応用を目的として
研究を行っている。人が常時操作せずともロボットが巡回

できることを目標に、ROS2およびUnitree GO2のSDKを用

いた制御を実装した。現在までに歩行制御アプリの開発
と、搭載カメラ映像のリアルタイム取得を実現している。
今後は地図情報と連携した自律走行と、歩行時の安定した
障害物回避の確立を目指す。

ガンガゼ捕獲装置のための画像処理技術の
開発

― 高橋　学

本研究では、磯焼けの主因の一つであるガンガゼを効率的
かつ安全に除去することを目的に、ガンガゼ自動除去装置
の開発を行っている。水中ドローンにAI画像認識技術
（YOLOv8）を搭載し、ガンガゼを自動で検出・追従・捕獲
するシステムを構想した。これにより、従来ダイバーに依
存していた危険かつ高負担な潜水作業を軽減し、作業効率
の向上と安全性の確保、持続可能で広範囲な磯焼け対策の
実現を目指す。

カツオの筋肉損傷を非破壊的に評価する手
法の開発

― 小長谷　圭志

カツオの筋肉損傷を非破壊的に評価する手法の開発につい
て研究しています。現在まで大きく３つのことを行ってき
ました。一つ目はカツオを円筒状にくり抜き近赤外線で解
析し実験値とシミュレーション値を生成しました。二つ目
にミクロトームを凍結ミクロトームとして使えるようにし
ました。そして三つ目に衝突速度等を調整できる人為的打
撃実験装置を用いて、サンプルを作り、染色して細胞質が
損傷しているか観察しました。

BMIを用いた脳波制御型ロボットアームの開
発

― 山本　智規

脳波を用いて人の意思を読み取り、ロボットアームを直感
的に制御できる仕組みを構築する。方法として、脳波計測
機器から取得したデータを解析し、特定の指標や意思に対
応する信号を抽出する。その信号をROS2を用いた制御系に
入力し、ロボットアームの動作指令へ変換する。これによ
り、身体が不自由な人の意思伝達や動作支援への応用可能
性を検討している。

環境デザイン学科

プロジェクトタイトル 関係するステークホルダー 授業担当教員名 プロジェクト概要

愛媛の生物文化多様性の探求と活用
三間毛利家史料調査会
愛媛植物研究会

徳岡 良則

愛媛県における伝統的な植物利用について、言語、文化、
生物の異なる支点から多角的に分析する。この活動を通じ
て、利用文化を後世に伝えるとともに、地域の環境に根ざ
した持続可能な生物資源の利用方を再現、再生することを
目指す。

郷土料理に、物語を。
― まきようかんの再発見 ―

野村地域自治振興協議会
西予市野村支所

松村暢彦

愛媛県西予市野村町の郷土料理「まきようかん」の再発
見・継承を目指した。学生チームが自作・現地調査に取り
組み、地元住民から直接指導を受け、野村小学校の児童と
ともにさつまいもを収穫するなど、地域の人々との協働を
通じて活動を展開した。郷土料理が持つ5要素を軸に、乙
亥大相撲でのおもてなしや伝承動画制作を行い、人と人と
のつながり創出と野村町の持続的な活性化を目指した取り
組みである。



リサイクル・資源物について 愛媛県 李賢映

本プロジェクトは、異なるリサイクル体制を有する自治体
や民間事業者の現状や課題を調査し、持続可能な資源循環
のあり方を考察した取り組みである。聞き取りとアンケー
ト調査を通して、リサイクル率の数値だけでは実態を十分
に捉えられないことや、分別しやすい環境づくり、無理な
く継続できる仕組み、啓発活動の重要性について理解を深
めた。その学びを基に、学内において分別意識の向上と循
環型社会への理解促進を目指し、ごみ箱ポスターの改善に
取り組んだ。

遊子川での体験を活かした体験メニューの
検討と茶堂文化に関する調査

西予市城川町遊子川 羽鳥剛史

大学生の視点から西予市城川町遊子川地区の魅力や価値を
再発掘すると共に、ゲストハウス「コッコロん」を核とし
た地域体験メニューを検討し、関係人口の長期的・持続的
な拡大に取り組む。特に、地域の文化財である「茶堂」に
着目し、茶堂にまつわる思い出を収集すると共に、その内
容を基に、茶堂を地元住民や地域外からの訪問者間の対話
の場として活用する可能性を実践的に検討する。

効果的な藻場保全内容の調査および愛媛県
における継続的な藻場保全活動に関する現
地関係者との協議

愛媛県、広島県、山口県、兵庫県の漁業関
係者

入江 賀子

愛媛県における効果的な藻場保全の内容を考えるため、広島
県、山口県、兵庫県の藻場先進地域を訪問して、現地の漁協や
自治体職員、学校関係者、コンサルタント、漁業者などから情報
を得た。様々な藻場保全方法があることを学び、それぞれの方
法の長所と課題を学んだ。また、愛媛の今治と松山で藻場保全
活動を進める際の具体的な進め方について、現地関係者と協議
した。

マルチスピーシーズキャンパスにおけるビ
オトープの作成

城北キャンパス学生・教職員、樽味キャン
パス学生・教職員、キャンパス周辺の地域
住民、キャンパス周辺の動植物

ルプレヒト・クリストフ

愛媛大学マルチスピーシーズキャンパス活動の一環で、城
北キャンパスの自然再生にむけて小型ビオトープを作成し
た。他学科や他学部と協力しながらキャンパス内の資源を
活用し植生管理、水管理のプロセスの試行錯誤をふまえ、
他学部の依頼をうけ樽味キャンパスの池再生に活動拡大し
エコトーンづくりで今後の再生基盤を作成できた。

FUN!FAN!HUMAN!RUN!KAMIJIMA!2 ゲストハウスみちしお　平田活司 渡邉敬逸

上島町での課題及び新しい自転車観光の方向性を踏まえ
て，偶然性・遊動性等を考慮した散走の仕組みを「まよっ
て・であって・ころりんマップ」として企画し，サイクリ
ングキットを作成するとともに，同キットを使用したイベ
ントを実施した．

地域資源マネジメント学科

プロジェクトタイトル 関係するステークホルダー 授業担当教員名 プロジェクト概要

食で人々をつなぐ ― 笠松浩樹

郷土料理や食べることを通じて人々がつながる・人々をつ
なげることに着目した。学生の出身地の雑煮をつくって来
場者に食べていただく食のイベントを実施し、なぜ雑煮の
具材や餅の形に様々な種類があるのかを考察した。また、
郷土料理の芋炊きの起源を探り、その変遷について考察
し、実際につくって試食した。

学生目線による地域資源の再発見
えひめ地域活力創造センター、久万高原町
柳谷支所

山藤篤

このプロジェクトは、学生の目線を通して地域資源を見つ
め直すことを目的にしました。活動場所は久万高原町・柳
谷周辺でおこないました。視察・調査のほかにイベント参
加、空き集会所の活用なども考えました。

地域と学生の協働による商品開発の実践-愛
媛県西予市横林地区にて-

横林地区自治振興協議会・横林カスタマイ
ズ

竹島久美子

西予市旧野村町の横林地区にて、プロ演メンバーだけでな
く地域住民の方々と協働して上記のテーマをメインに、横
林地区と関連する様々な活動をします。特に2026年度の活
動は、OEM先を見つけて商品化したしいたけドレッシング
の一般販売に向けて、地域とのディスカッションや提案を
行っていく予定です。

秋田県と広島県尾道市における地域課題の
検討

秋田市傾聴ボランティア団体，角館市土産
物店，能代市秋田犬犬舎，他

石川慶一郎

秋田県と広島県尾道市において，関係学生が個々に地域課
題を発見するための調査を行った。テーマは，傾聴ボラン
ティアの需給構造，角館へのインバウンドの影響，秋田犬
の生産・流通（以上，秋田県），観光業への猫の動員，
アートによる空き家活用，アサリ漁の存続（以上，尾道
市）である。

古写真からみる記憶と記録－文化資源マネ
ジメントの観点から－

内子町町並・地域振興課
小田自治センター
内子町教育委員会
いころ会（内子町小田）

井口　梓

内子町小田地区で収集した古写真88点を対象に、聞き取り調査
を実施し、撮影地と撮影年代の特定、及び構成要素による分類
作業に取り組んだ。さらには、旧町単位で整理したうえで、大正
期から高度経済成長期までの町並みや農村景観を復元し、当時
の産業や生活文化、公共施設、学校教育、風俗・風習に関する
記録をおこなった。また、調査成果を踏まえて、古写真を用いて
内子町立小田小学校でのふるさと学習やアートイベントを開催し
た。



砥部焼遺産が拡げる地域のなかの繋がり
砥部町教育委員会
松山南高校砥部分校

槙林　啓介

砥部焼遺産と地域づくりをテーマに、歴史（文化）遺産・
文化財の調査方法やそれらを活用した地域づくりをめぐる
社会の仕組みの基礎を学ぶ。同時に、愛媛県砥部町におけ
る砥部焼遺産を対象に、地域の様々な方々と一緒に、実地
での様々な調査をしたり、活用の方法や仕組みを模索し実
践したりする。地域らしさや地域の特色を生かした地域づ
くりの一環として行うことにより、次世代の育成や地場産
業の振興などの様々な分野に関わることができた。

目線の先にある文化資源の魅力－西予市城
川町の寺社から見る－

西予市城川町内の寺社 佐藤　大規

西予市城川町の魚成・高川地区に存する10ヶ所の寺社を対
象に、境内にある文化資源の調査を基に地域にある文化資
源の掘り起こし、さらに楽しい見方の伝達方法の構築を目
的とした。その結果、文化資源を見る際の目線に着目し、
「見上げる」「見渡す・かがむ」「探る」という手法を提
案した。

内子町における埋蔵文化財の利活用－小田
地区太田城出土遺物を対象として－

内子町教育委員会
内子町林業センター
うちこ山村クラフト研究所

村上　恭通

内子町小田地区に存在した太田城跡では、1983～1994年に
３度の発掘調査が行われ、発掘された遺物は小田町郷土資
料館に収蔵された。しかし現在、同館はすでに閉館されて
いるため、発掘調査等で得られた文化財の地域資源として
の利活用策について、現地調査に基づく検討・実践を行っ
た。これにより、死蔵状態にある遺物の再評価、活用のた
めの工夫、内子の中世以前における歴史資源を生かした事
業や文化財事業の幅を広げることへの支援などを実施する
ことができた。

”四国最西端”の暮らし－伊方町佐田岬漁
港周辺部における生活基盤と水産業の実態
－

伊方町観光商工課
愛媛県漁業協同組合三崎支所
伊方町佐田岬半島ミュージアム

淡野　寧彦

愛媛県伊方町の串・正野地区を含む佐田岬漁港周辺部を対
象に、現地調査を通して生活基盤と水産業の実態を明らか
にした。当地で行われている漁法の特徴や現地漁協が果た
す役割に加え、漁業技術の継承状況や移住者の実態につい
て分析した。調査対象は、佐田岬漁港周辺で働く漁業者、
漁協関係者、地域住民とし、文献調査および聞き取り調査
を通じて、地域の水産業と生活の関わりを把握した。

高齢者の認知症予防を目的とした認知機能
測定会の開催

松山市文化・スポーツ振興財団 立岡光臨

松山市で開催された芸術祭にて高齢者を対象に、トレイル
メイキングペグテスト（TMP）を用いた認知機能測定会を
実施した。指先の操作と認知機能を同時に評価し、測定結
果はフィードバックシートを用いて個別に説明するととも
に、自宅でできる脳トレも提案した。独自の測定ボード、
基準値を反映した資料を作成し、簡便に認知機能を把握で
きる機会を提供することで、認知症の早期発見・予防への
意識向上を図った。

子どもの運動不足解消を目指したニュース
ポーツ体験会の開催

松山市文化・スポーツ振興財団 立岡光臨

野外センター祭りにて、子どもや家族連れを対象にニュー
スポーツ「マットス」の体験会を実施した。ルール説明後
に得点を競う形式とし、ランキング掲示により競争意識を
高め、リピーターの増加につながった。約80名が参加し、
運動の得意不得意に関わらず楽しめる機会を提供できた。
新規性と手軽さから参加のハードルを下げ、運動習慣づく
りのきっかけとなる活動となった。

データ利活用を通じたサルコペニア予防測
定会の運営改善

松山市文化・スポーツ振興財団 山本直史

松山市総合コミュニティセンターをサルコペニア予防の拠
点とすることを目的に、2022年に高精度体組成計を用いた
筋肉量測定と簡易アドバイスを行う月1回の測定会を立ち
上げた。本測定会は順調に参加者数を伸ばし、1回あたり
80～90名、年間では約1,000名規模にまで拡大した。一方
で、参加者の増加に伴い、さまざまな課題も顕在化してい
る。今年度は、真にリーチすべき対象者に測定会を届ける
ことを目的として、これまでに蓄積したデータおよび参加
者への追加調査を分析し、広報の工夫、実施場所の変更、
他組織との協働などによる運営改善を行い、その効果を評
価した。

「移動×健康×交流」で繋ぐ地域共生モデ
ル：PSPO・三福不動産との送迎型フィット
ネスコミュニティ構築

三福不動産グループ・PSPO 山中亮

本プロジェクトは、地域高齢者の移動困難と社会的孤立の
解消を目指し、三福グループとの産学連携により構築され
た。三福不動産の輸送リソースとPSPO24の運動施設を融合
し、送迎を介した「移動」と「運動」を統合したサービス
を設計。対象者へのインタビュー調査や居住データの空間
分析に基づき、車内や施設内での社会的相互作用を促すコ
ミュニティ機能を実装した。移動の手段化を脱し、外出の
習慣化を通じたフレイル予防と健康寿命延伸のモデルを提
案した。

地域とスポーツをメディアでつなぐプロ
ジェクト

愛媛CATV 野口 一人

本プロジェクトでは，株式会社愛媛CATVをステークホルダ
として，愛媛のスポーツ振興と健康増進に寄与することを
目的として活動している。学生が活動内容を企画・提案
し，同社の指導の元で動画を撮影・編集して実際に番組を
放映したり、同社が主催・共催するスポーツ関連イベント
に参画している。2026年度は、「県民が日常的に運動習慣
を身につけるきっかけをつくること」，および「愛媛県の
特産品を県内外に広く知ってもらうこと」をテーマとし
て，「ゆるスポーツアワード」に応募した。学生は「ゆる
スポーツ」の内容を立案・企画し，ステークホルダと協働
して説明ビデオを撮影・編集し，アワードに応募した。残
念ながら選考から外れたが，学生たちはゼロからゲームを
考案する難しさ，誰にでも平等なルールを作る難しさ，動
画撮影・編集の難しさなどを学んだ。また，活動を通して
愛媛県の特産品に対する理解が深まった。


